
モ
う
も
タ
き
ぎ
ヲ
も
コ
つ
も
ロ
つ
も
う
も

論
　
　
説

も
f
璽
、
覧
唯
、
｛
覧
垂

幕
末
に
お
け
る
撰
夷
論
の
諸
相
⇔

卿納⇔
相
諸の論

夷撰る
けおに

末幕　

％

内

藤

俊

彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
竹
越
與
三
郎
は
『
新
日
本
史
』
に
お
い
て
、
幕
府
累
年
の
財
政
窮
乏
と
武
備
の
弛
緩
を
指
摘
し
て
、
続
け
て
幕
府
の
開
国
政
策
を
次

の
様
に
論
評
し
て
い
る
。
曰
く
、
「
さ
れ
ば
此
時
徳
川
氏
の
幕
府
は
、
算
盤
の
上
に
於
て
早
く
已
に
倒
れ
た
る
も
、
僅
か
に
事
な
き
を

以
て
命
脈
を
維
持
し
た
る
に
過
ぎ
ず
。
況
ん
や
之
を
以
て
外
に
向
て
戦
端
を
開
か
ん
な
ど
と
は
思
も
よ
ら
ぬ
事
な
り
し
な
り
。
故
に
幕

府
は
決
し
て
純
粋
の
開
国
党
に
あ
ら
ず
、
そ
の
精
神
は
尚
ほ
外
人
を
夷
秋
視
す
る
も
の
に
し
て
、
僅
か
に
内
外
の
勢
に
迫
ら
れ
て
、
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

人
を
容
れ
た
る
退
守
的
開
国
党
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
」
と
。
幕
府
の
開
国
姿
勢
に
対
す
る
福
沢
諭
吉
の
批
判
は
も
っ
と
痛
烈
で
あ
る
。
曰

く
、
「
当
時
日
本
国
中
の
輿
論
は
都
て
撰
夷
で
、
諸
藩
残
ら
ず
撰
夷
藩
で
徳
川
幕
府
ぽ
か
り
が
開
国
論
の
や
う
に
見
え
も
す
れ
ば
聞
え

も
す
る
や
う
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
正
味
の
精
神
を
吟
味
す
れ
ぽ
天
下
随
一
の
撰
夷
藩
、
西
洋
嫌
ひ
は
徳
川
で
あ
る
と
云
て
間
違
ひ

は
あ
る
ま
い
。
或
は
後
年
に
至
て
大
老
井
伊
掃
部
頭
は
開
国
論
を
唱
へ
た
人
で
あ
る
と
か
開
国
主
義
で
あ
っ
た
と
か
云
ふ
や
う
な
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
う
モ
　
　
か
わ

を
、
世
間
で
吹
聴
す
る
人
も
あ
れ
ば
、
書
に
著
は
し
た
者
も
あ
る
が
、
開
国
主
義
な
ん
て
大
嘘
の
皮
、
何
が
開
国
論
な
も
の
か
、
存
じ



脳
掛
け
も
し
な
い
話
だ
。
（
中
略
）
井
伊
大
老
は
真
実
間
違
ひ
も
な
い
徳
川
家
の
譜
代
、
豪
勇
無
二
の
忠
臣
で
は
あ
る
が
、
開
鎖
の
議
論
に

　
　
　
　
ま
つ
く
ら

至
て
は
、
真
闇
な
撲
夷
家
と
云
ふ
よ
り
外
に
評
論
は
な
い
。
唯
其
徳
川
が
開
国
で
あ
る
と
云
ふ
の
は
、
外
国
交
際
の
衝
に
当
っ
て
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
く

か
ら
余
儀
な
く
渋
々
開
国
論
に
従
て
居
た
丈
け
の
話
で
、
一
幕
捲
っ
て
正
味
の
楽
屋
を
見
た
ら
ば
大
変
な
撰
夷
藩
だ
。
こ
ん
な
政
府
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

私
が
同
情
を
表
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
云
ふ
の
も
無
理
は
な
か
ら
う
」
と
。

　
幕
末
に
幕
府
外
交
の
第
一
線
を
担
当
し
た
開
明
的
官
僚
の
対
外
認
識
と
外
交
政
策
に
つ
い
て
直
ち
に
竹
越
・
福
沢
の
論
評
が
妥
当
す

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
両
者
も
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
評
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
分
に
も
幕
府
は
鬼
大
な
官
僚
群

の
寄
り
合
い
世
帯
で
あ
り
、
一
部
の
積
極
的
な
開
国
政
策
推
進
派
の
官
僚
を
除
い
た
、
大
方
の
幕
府
官
僚
に
支
配
的
な
心
情
は
、
竹
越

・
福
沢
の
証
言
の
通
り
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
開
国
に
対
し
て
積
極
的
な
見
識
も
展
望
も
持
た
な
い
ま
ま

に
、
列
強
の
軍
事
的
圧
力
に
度
を
失
っ
て
専
ら
対
外
的
危
機
を
弥
縫
的
に
回
避
す
る
こ
と
に
の
み
関
心
が
限
定
さ
れ
た
開
国
政
策
が
論

難
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
右
の
様
な
対
外
態
度
と
は
稽
趣
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
会
沢
正
志
斎
の
『
時
務
策
』
は
竹
越
の
所
謂
「
退
守
的
開
国
」
論
へ
の
傾

斜
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
文
政
八
年
の
『
新
論
』
i
幕
末
尊
撰
論
の
有
力
な
思
想
的
根
拠
が
こ
れ
で
あ
っ
た
こ
と

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
ー
に
お
い
て
排
外
・
撰
夷
を
鼓
吹
し
た
会
沢
は
、
水
戸
藩
内
が
所
謂
「
戊
午
の
密
勅
」
返
納
問
題
を
め
ぐ
る

対
立
で
危
機
的
様
相
を
示
し
て
い
る
文
久
二
年
に
、
返
納
派
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
に
鋭
く
対
立
す
る
尊
撰
激
派
を
論
駁
し
て
『
時
務

策
』
を
著
わ
し
た
が
ハ
こ
の
冒
頭
で
会
沢
は
噛
「
国
家
厳
制
ア
リ
テ
外
国
ノ
往
来
ブ
拒
絶
シ
給
フ
ハ
、
守
国
ノ
要
務
ナ
ル
コ
ト
勿
論
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
き
む

レ
ド
モ
、
今
日
二
至
テ
ハ
、
マ
タ
古
今
時
勢
ノ
変
ヲ
達
観
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
（
中
略
）
天
下
ヲ
治
ル
ニ
ハ
時
ヲ
知
ル
ヲ

　
（
3
）

要
ス
」
と
述
べ
て
、
以
下
「
時
」
の
変
転
に
よ
る
現
在
の
撰
夷
の
不
可
能
を
論
ず
る
。
議
論
は
当
然
戦
術
・
戦
略
上
の
観
点
が
主
と
な

る
。
比
較
的
短
い
論
文
で
あ
る
が
そ
の
主
な
論
点
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
彼
我
の
兵
器
の
優
劣
の
比
較
。
「
血
気
ノ
小
壮
ハ
、
大
敵
ヲ
引



、

蘭納
⇔
相諸

の論
夷
撰
る
けおに

末
幕

鰯
　
　
う
ち
や
ぷ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
念
ま
す
た
く
み
　
　
き
わ
め

受
ナ
バ
打
破
テ
神
州
ノ
武
勇
ヲ
万
国
二
輝
サ
ン
」
な
ど
と
言
う
が
、
「
今
外
国
ノ
火
器
、
近
時
二
至
テ
益
　
巧
ヲ
極
タ
レ
バ
、
短
兵
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
れ

兵
ヲ
論
ゼ
ズ
、
勝
敗
ハ
兵
ヲ
用
ル
モ
ノ
ェ
巧
拙
ニ
ヨ
ル
ベ
シ
。
是
武
勇
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
必
勝
ヲ
期
シ
難
キ
一
ツ
ナ
リ
」
。
さ
て
し
か
ら

ぽ
「
武
勇
」
1
1
兵
士
の
質
を
彼
我
比
較
す
れ
ば
ど
う
か
。
「
神
州
ノ
武
勇
ハ
勿
論
ナ
レ
ド
モ
、
太
平
久
ク
、
勇
士
モ
往
昔
ヨ
リ
ハ
少
ク
、

　
　
な
ん
じ
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ろ
く
　
　
が
ん
こ

身
体
軟
弱
ニ
シ
テ
肥
甘
軽
媛
二
習
ヒ
、
寒
暑
風
雨
二
堪
ヘ
ズ
、
（
中
略
）
将
帥
タ
ル
モ
ノ
多
ク
ハ
世
禄
ノ
丸
袴
子
弟
ニ
シ
テ
兵
ヲ
知
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ

ズ
、
（
中
略
）
外
国
ハ
鄙
随
ノ
蛮
夷
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
百
戦
ノ
実
地
二
試
ミ
、
用
兵
ノ
術
二
鍛
練
シ
、
火
器
精
巧
ニ
シ
テ
数
百
歩
ノ
外

二
折
衝
ス
。
（
中
略
）
必
勝
ヲ
期
シ
難
キ
ノ
ニ
ナ
リ
」
。
次
に
藩
士
・
処
士
層
が
撰
夷
運
動
二
奔
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
曰
く
、
「
国
ノ
存

　
　
に
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぽ
う
ゆ
う
　

お
の

亡
ヲ
謀
ル
ハ
上
二
在
ル
人
ノ
任
ナ
リ
。
下
ト
シ
テ
ハ
、
事
ノ
是
非
ヲ
バ
論
ズ
ル
ト
モ
、
謀
猷
ヲ
己
ガ
マ
マ
ニ
決
ス
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
う

（
中
略
）
小
壮
ノ
論
ハ
、
義
二
当
テ
ハ
国
家
ノ
存
亡
ハ
論
ズ
ル
ニ
足
ラ
ズ
、
唯
其
義
ヲ
行
フ
ベ
シ
ナ
ド
X
唱
ル
モ
ノ
モ
ア
ラ
ン
カ
、
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
ぱ
く

下
ハ
天
下
ノ
天
下
ニ
シ
テ
一
人
ノ
天
下
ニ
ア
ラ
ズ
、
然
ル
ニ
臣
下
ノ
身
ト
シ
テ
、
天
下
ヲ
一
己
ノ
私
物
ノ
如
ク
軽
々
シ
ク
是
ヲ
一
搏
二

な
げ
う
た
拗
ン
ト
ス
ル
ハ
、
臣
子
ノ
心
ト
云
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
。
政
治
的
組
織
（
と
り
わ
け
こ
こ
で
は
藩
）
の
内
部
に
お
る
け
政
治
的
決
定
権
と

命
令
服
従
と
に
お
け
る
上
下
秩
序
の
指
摘
並
に
政
治
的
決
断
が
準
拠
す
べ
き
格
率
は
倫
理
的
価
値
1
1
「
義
」
で
は
な
く
政
治
的
共
同
体

そ
れ
自
体
の
存
立
1
1
「
国
家
ノ
存
亡
」
で
あ
る
と
の
主
張
が
こ
こ
で
な
さ
れ
て
い
る
。
次
に
開
国
政
策
の
歴
史
的
正
当
化
が
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

る
。
曰
く
、
「
外
国
ヲ
一
切
二
拒
絶
ト
イ
フ
コ
ト
、
寛
永
ノ
良
法
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
其
本
ハ
天
朝
ノ
制
ニ
モ
非
ズ
、
又
東
照
宮
ノ
法
ニ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
こ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ダ
イ

非
ズ
、
寛
永
中
二
時
宜
ヲ
謀
テ
設
給
ヒ
シ
法
ナ
レ
バ
、
後
世
マ
デ
動
ス
ベ
ヵ
ラ
ザ
ル
大
法
ト
ハ
イ
ヘ
ド
モ
、
宇
内
ノ
大
勢
一
変
シ
タ
ル

　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
が
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
が
セ

上
ハ
、
巳
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
シ
テ
時
二
因
テ
弛
張
ア
ラ
ン
コ
ト
、
一
概
二
非
ナ
リ
ト
モ
云
難
シ
」
と
。
そ
し
て
論
文
の
末
尾
に
曰
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

「
右
二
論
ズ
ル
所
モ
、
必
シ
モ
外
国
ヲ
拒
絶
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
イ
フ
ニ
ア
ラ
ズ
。
万
国
ノ
形
勢
ヲ
審
察
シ
テ
、
拒
絶
シ
テ
宜
シ
キ
ニ
当
ル

時
ア
ラ
ズ
バ
拒
絶
ス
ベ
シ
。
必
シ
モ
戦
フ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
イ
ブ
ニ
ア
ラ
ズ
。
孫
子
始
計
ノ
如
ク
、
廟
算
シ
テ
彼
ヲ
知
リ
、
我
二
算
ヲ
得
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
い

コ
ト
多
ク
バ
戦
フ
ベ
シ
。
算
ナ
ク
シ
テ
妄
二
戦
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
（
中
略
）
軽
易
無
謀
ニ
シ
テ
暴
虎
漏
河
セ
ソ
バ
、
実
二
危
キ
事
ニ
シ
テ
、



’

鰯
　
　
　
　
　
　
や
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

天
下
ノ
大
事
ヲ
敗
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
」
と
。

　
こ
こ
に
は
、
か
つ
て
「
血
気
ノ
小
壮
」
に
尊
撰
論
を
鼓
舞
し
、
今
己
が
播
い
た
種
を
自
か
ら
苅
り
取
る
こ
と
に
苦
渋
す
る
会
沢
が
居

る
。
が
し
か
し
、
会
沢
の
『
時
務
策
』
に
お
け
る
説
得
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
弱
々
し
く
、
就
中
末
尾
の
文
章
に
見
る
様
に
不
徹
底
で
あ
る
。

勿
論
、
戦
略
・
戦
術
的
観
点
か
ら
す
る
言
説
は
、
そ
れ
が
な
に
よ
り
も
ま
ず
現
実
に
刻
々
に
生
起
す
る
多
様
な
諸
条
件
に
制
約
さ
れ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
、
理
論
的
な
明
晰
さ
・
論
理
的
一
貫
性
を
そ
こ
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
が
し
か
し
ま
た
そ
れ

が
あ
る
特
定
の
目
的
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
戦
略
・
戦
術
上
の
言
説
は
、
目
的
と
手
段
と
に
関
す
る
理

論
的
な
明
晰
さ
と
論
理
的
一
貫
性
を
強
く
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
後
者
の
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
日
本
の
外
交
政
策
の

基
調
を
開
・
鎖
い
つ
れ
に
置
く
か
と
い
う
目
的
設
定
に
お
い
て
、
『
時
務
策
』
の
会
沢
の
立
場
は
明
確
性
を
欠
い
て
い
る
。
従
っ
て
必

然
的
に
手
段
”
当
面
の
列
強
と
の
外
交
関
係
の
処
理
の
仕
方
に
つ
い
て
、
会
沢
は
明
確
に
一
つ
の
方
針
を
選
択
す
る
1
換
言
す
れ

ば
、
他
を
断
念
す
る
こ
と
で
あ
る
が
ー
に
至
っ
て
い
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
　
こ
こ
で
は
、
会
沢
は
、
『
新
論
』
の
排
外
・
撰
夷
と
現

実
に
よ
っ
て
不
可
避
的
に
強
い
ら
れ
て
い
る
（
と
会
沢
が
考
え
て
い
る
）
不
本
意
な
開
国
と
の
間
を
揺
れ
動
い
て
い
る
。
『
時
務
策
』

末
尾
の
文
章
の
歯
切
れ
の
悪
さ
は
こ
こ
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
撰
夷
と
開
国
と
に
つ
い
て
戦
略
。
戦
術
的
に
そ
れ
な
り
に
明
解
な

関
係
づ
け
を
な
し
て
い
る
「
嬢
夷
開
国
」
派
に
、
こ
の
時
期
の
会
沢
の
言
動
が
不
審
に
映
っ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
久
坂
玄
瑞
は
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

久
元
年
の
書
簡
で
「
豊
田
会
沢
は
お
か
し
な
議
論
を
被
・
吐
よ
し
、
嘆
息
失
望
々
々
」
と
書
い
て
い
る
。
　
こ
の
久
坂
が
同
じ
時
期
に
、

開
国
論
者
を
論
難
し
な
が
ら
、
積
極
的
な
開
国
論
者
の
一
面
を
持
っ
て
い
る
佐
久
間
象
山
－
彼
は
そ
の
積
極
的
な
開
国
論
を
忌
ま
れ

て
元
治
元
年
七
月
京
都
で
撰
夷
派
に
暗
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
ー
に
対
し
て
、
「
先
日
象
山
師
へ
参
候
処
、
矢
張
航
海
論
に
て
見
・
物

均
レ
之
謂
二
之
物
一
、
是
な
と
の
説
に
て
候
、
併
此
師
は
大
人
物
に
て
、
我
々
の
企
る
処
に
非
す
、
堀
田
上
京
の
時
に
も
力
を
尽
さ
れ
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

素
よ
り
戦
を
怯
れ
航
海
を
唱
ふ
る
者
と
同
日
の
論
に
非
す
」
と
、
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
の
は
、
久
坂
の
「
撰
夷
開
国
」
論
の
あ



劇納
⇔相
諸
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論夷嬢るけ

おに
末幕

鮒
り
様
を
知
る
上
で
も
、
ま
た
会
沢
と
象
山
の
「
開
国
論
」
の
相
違
を
知
る
上
で
も
、
多
少
参
考
と
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
要
之
、

　
『
時
務
策
』
に
お
け
る
会
沢
の
開
国
論
は
、
彼
我
の
国
力
の
圧
倒
的
な
隔
絶
と
い
う
現
実
の
前
に
余
儀
な
く
屈
服
せ
し
め
ら
れ
た
開
国

゜
で
あ
っ
て
、
精
神
的
に
は
、
冒
頭
で
引
い
た
竹
越
．
福
沢
が
論
評
す
る
幕
府
の
開
国
態
度
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
し
か
し
、
幕
府
の
開
国
政
策
の
一
面
に
、
竹
越
・
福
沢
の
前
引
の
様
な
非
難
を
浴
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
幕
府
が
公
式
に
あ
る
い
は
非
公
式
に
自
己
の
開
国
政
策
を
国
内
的
に
説
明
す
る
場
合
に
屡
々
使
用
し
た
論
法
は
次
の
様
な
も
の

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
我
の
国
力
の
現
状
で
は
撲
夷
は
不
可
能
で
あ
る
、
そ
れ
故
開
国
し
て
国
力
を
増
強
し
た
上
で
、
撰
夷
を
決

行
す
る
の
で
あ
る
、
と
。
熱
狂
的
な
撰
夷
論
者
で
あ
る
徳
川
斉
昭
に
、
勘
定
奉
行
川
路
聖
護
．
留
守
居
筒
井
政
憲
が
説
い
た
「
ぶ
ら
か

し
」
策
な
る
も
の
は
、
そ
の
様
な
論
法
を
用
い
た
事
例
で
あ
ろ
う
。
両
名
曰
く
、
「
つ
ま
る
所
は
公
辺
初
諸
大
名
備
向
手
薄
く
且
二
百

余
年
の
太
平
に
て
武
衰
へ
、
ア
メ
リ
ヵ
は
万
国
に
勝
れ
た
る
強
国
に
て
蘭
人
杯
も
恐
れ
居
候
程
の
義
、
な
ま
じ
ゐ
打
払
候
て
負
候
へ
ば

御
国
体
を
汚
し
不
容
易
候
へ
ば
蘭
人
へ
被
遣
候
品
を
半
分
わ
け
て
交
易
御
済
せ
可
然
哉
云
々
。
（
中
略
）
御
備
さ
へ
御
手
厚
く
候
へ
ば
心

丈
夫
に
候
へ
共
如
何
に
も
御
手
薄
故
、
俗
に
申
ぶ
ら
か
す
と
云
如
く
、
五
年
も
十
年
も
願
書
を
済
せ
る
と
も
な
く
断
る
と
も
な
く
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
・
其
中
此
方
御
手
当
此
度
こ
そ
厳
重
に
致
し
其
上
に
て
御
断
り
に
相
成
可
然
」
と
。
勿
論
こ
の
様
な
説
明
が
真
に
相
手
方
を
納
得
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
な
る
と
疑
問
で
あ
る
。
現
に
斉
昭
は
、
こ
の
説
明
に
対
し
て
「
左
様
存
候
通
り
五
年
も
十
年
も
ぶ
ら
か
す
事

無
相
違
出
来
候
は
ば
御
内
地
の
騒
き
も
な
く
人
へ
も
疵
付
不
申
其
内
御
手
当
も
厳
重
に
相
成
候
は
ば
其
儀
は
可
然
、
乍
去
拙
者
は
左
様

ぶ
ら
か
さ
れ
候
処
何
萎
心
不
致
」
と
篁
て
い
酪
し
か
し
幕
府
は
こ
の
論
法
を
屡
使
用
す
る
。
璽
ば
、
和
宮
降
嫁
を
実
現
す

べ
く
、
孝
明
天
皇
の
「
蛮
夷
拒
絶
」
の
旨
を
受
け
て
万
延
元
年
七
月
に
幕
府
が
朝
廷
に
提
出
し
た
「
老
中
奉
答
書
」
は
、
即
時
撰
夷
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ゼ
い

不
可
能
な
理
由
を
縷
々
述
べ
た
後
に
、
「
実
に
只
今
軍
艦
銃
砲
製
造
真
最
中
に
て
、
決
て
確
怠
致
し
居
候
儀
に
て
は
更
に
無
・
之
、
追
々



　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
ら
す

6
8
@
　
衆
議
を
尽
し
運
二
計
策
一
の
処
、
当
節
よ
り
七
八
年
乃
至
十
ケ
年
を
相
立
候
内
、
是
非
々
々
以
二
応
接
一
引
戻
候
乎
、
又
は
振
二
干
文
一
加
二

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
征
討
一
候
乎
L
、
い
つ
れ
に
し
ろ
「
叡
慮
」
に
か
な
っ
た
所
置
を
す
る
こ
と
を
確
約
し
て
い
る
。

　
　
　
幕
府
が
多
用
し
た
こ
の
論
法
は
、
逆
に
幕
府
に
対
し
て
撰
夷
決
行
を
迫
る
ロ
実
を
撰
夷
派
に
与
え
、
幕
府
を
外
交
上
の
み
な
ら
ず
国

　
　
内
政
治
上
も
窮
地
に
追
い
込
む
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
と
は
い
う
も
の
の
、
右
の
論
法
は
、
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
が

　
　
止
む
を
得
な
い
選
択
と
し
て
の
開
国
を
合
理
化
す
る
た
め
に
広
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
開
国
－
国
力
増
強
－
し
か
る
後
撲
夷
と

　
　
い
う
論
法
を
、
仮
に
こ
こ
で
便
宜
的
に
「
開
国
撰
夷
」
論
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
こ
の
「
開
国
撲
夷
」
論
は
、
そ
れ
と
し
て
こ
の
時
期
の
歴

　
　
史
的
課
題
を
そ
れ
な
り
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
次
に
佐
久
間
象
山
と
橋
本
左
内
の
「
開
国
撰
夷
」
論
を
見
よ
う
。

　
　
　
竹
越
は
佐
久
間
象
山
を
「
撰
夷
的
開
国
党
の
首
領
」
と
呼
び
、
そ
の
思
想
を
「
深
く
天
下
の
形
勢
を
慨
し
、
到
底
、
今
日
の
国
力
を

　
　
以
て
は
、
外
夷
と
抗
立
す
る
能
は
ざ
れ
ば
、
先
づ
一
た
び
外
国
文
明
に
降
服
し
、
其
利
器
軍
制
を
習
ひ
得
て
後
、
撰
夷
開
国
と
も
に
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
す
べ
し
と
な
せ
し
」
も
の
と
要
約
し
て
い
る
。

　
　
　
醇
乎
た
る
朱
子
学
の
徒
を
も
っ
て
自
か
ら
任
じ
て
い
る
象
山
は
、
そ
の
対
外
論
に
つ
い
て
み
れ
ば
は
じ
め
は
熱
心
な
撰
夷
論
者
で
あ

　
　
っ
た
。
そ
れ
故
に
ま
た
阿
片
戦
争
に
お
け
る
満
清
敗
北
の
報
が
彼
に
与
え
た
衝
激
も
ひ
と
し
お
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
衝
激
か

　
　
ら
数
年
経
た
時
、
阿
片
戦
争
で
の
満
清
敗
北
の
原
因
を
論
じ
て
、
象
山
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
曰
く
、
「
惟
只
顧
己
の
国
の
み
よ

　
　
き
事
に
心
得
外
国
と
い
へ
ば
ひ
た
も
の
に
軽
視
し
候
て
夷
秋
蛮
顔
と
賎
し
め
彼
（
西
洋
諸
国
）
の
実
事
に
熟
練
し
国
利
を
も
興
し
兵
力

　
　
を
も
盛
に
し
火
技
に
妙
に
航
海
に
巧
な
る
事
遙
に
自
国
の
上
に
出
で
た
る
を
知
ら
ず
居
候
故
に
一
旦
イ
ギ
リ
ス
と
乱
を
構
ふ
る
に
及
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
大
敗
を
引
出
し
恥
辱
を
全
世
界
に
胎
し
大
に
古
昔
聖
賢
の
体
面
を
破
り
候
事
に
御
座
候
」
と
。
勿
論
こ
の
批
判
は
ひ
と
り
満
清
に
の
み

　
　
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
象
山
の
関
心
は
吾
国
の
治
者
の
警
醒
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
す
で
に
独
善
的
な
排
外
・
撲
夷
論
は

　
　
退
け
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
天
保
一
三
年
に
、
阿
片
戦
争
の
情
報
に
接
し
て
藩
主
に
提
出
し
た
建
白
書
に
、
撲
夷
論
の
立
場
に
立
っ
て
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末
幕6

9

り
一

西
洋
文
明
導
入
に
よ
る
軍
備
の
増
強
を
唱
え
て
い
た
象
山
は
、
交
久
二
年
に
は
、
「
外
藩
御
取
扱
は
即
ち
賓
礼
に
属
し
候
義
、
賓
礼
は

即
ち
五
礼
の
一
に
候
へ
ば
厚
く
せ
さ
せ
ら
れ
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
と
奉
存
候
。
厚
く
と
申
義
無
下
に
彼
を
崇
め
御
国
体
を
屈
し
候
義
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

は
無
御
座
、
至
当
の
礼
儀
を
以
て
御
手
薄
の
義
無
御
座
候
様
に
と
申
迄
に
御
座
候
」
と
、
外
交
関
係
を
『
周
礼
』
に
い
わ
ゆ
る
「
賓
礼
」

を
も
っ
て
処
理
す
べ
き
関
係
と
捉
え
る
に
至
る
。
つ
ま
り
「
以
二
賓
礼
一
親
二
邦
国
二
（
『
周
礼
』
・
「
春
官
」
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
外
国
交
際
を
「
賓
礼
」
を
も
っ
て
す
べ
し
と
い
う
提
言
は
、
「
学
行
技
巧
制
度
文
物
此
方
（
吾
国
）
よ
り
備
は
り
候
と
見
え
候

有
力
の
大
国
」
に
対
し
て
「
東
西
洋
の
大
国
を
斥
し
て
夷
秋
と
御
賎
み
し
す
る
の
は
、
「
此
国
の
御
無
礼
に
当
り
」
か
つ
「
大
邦
の
怒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

を
起
し
候
筋
御
損
な
る
御
事
」
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
呼
称
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
提
言
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
で
は
鎖
国
・
撰
夷
か
ら
開
国
・
「
賓
礼
」
へ
の
思
想
の
転
回
に
当
っ
て
象
山
の
用
い
た
ロ
ジ
ッ
ク
は
い
か
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
学
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
そ
れ
ら
の
成
果
を

参
照
し
つ
つ
概
説
し
て
お
く
。

　
象
山
の
思
想
に
お
い
て
終
始
一
貫
し
て
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
は
、
未
知
の
も
の
に
対
す
る
知
的
好
奇
心
と
こ
の
未
知
の
も
の

を
成
立
た
せ
て
い
る
原
理
的
な
る
も
の
に
対
す
る
探
求
心
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
特
徴
が
自
然
科
学
の
領
域
に
お
い
て
最
も
顕
著
に

表
わ
れ
、
と
り
わ
け
西
洋
自
然
科
学
と
技
術
と
の
基
礎
に
あ
る
も
の
と
し
て
「
詳
証
術
」
（
数
学
）
を
発
見
す
る
に
至
る
こ
と
は
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

知
ら
れ
て
い
る
。
「
省
讐
録
」
に
云
う
、
「
詳
証
術
は
万
学
の
基
本
な
り
」
と
。

　
象
山
の
こ
の
知
的
関
心
が
、
緊
迫
し
た
国
際
関
係
の
領
域
に
向
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
欧
米
列
強
に
関
す
る
広
範
な
知
識
。
情
報
の

収
集
の
提
言
と
な
り
、
ま
た
国
際
関
係
を
律
す
る
原
理
的
な
る
も
の
と
し
て
の
「
力
」
の
認
識
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ぽ
云

う
、
「
力
を
同
じ
く
す
れ
ば
徳
を
度
り
、
徳
を
同
じ
く
す
れ
ぽ
義
を
量
る
。
文
王
之
美
を
称
す
と
難
も
、
亦
大
国
そ
の
力
を
畏
れ
、
小

国
そ
の
徳
に
懐
く
と
云
に
過
ぎ
ず
。
そ
の
力
な
く
し
て
能
く
そ
の
国
を
保
っ
者
、
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
吾
未
だ
こ
れ
見
ざ
る
な



鎖
姶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

り
。
誰
か
王
者
は
力
を
尚
ば
ず
と
謂
わ
ん
や
L
と
。
あ
る
い
は
云
う
、
「
擾
乱
の
世
と
成
候
時
は
い
つ
の
代
も
同
様
暗
は
明
に
井
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

れ
弱
は
強
に
呑
れ
申
候
此
時
に
至
り
候
て
は
他
を
井
呑
候
程
の
力
無
之
候
て
は
他
の
井
呑
を
免
れ
ず
候
」
と
。
こ
こ
で
は
、
国
際
政
治

は
赤
裸
々
な
「
力
」
の
支
配
す
る
領
域
と
し
て
把
え
ら
れ
、
孔
子
が
聖
人
と
し
て
崇
め
る
周
の
文
王
の
統
治
に
つ
い
て
の
論
評
に
見
ら

れ
る
様
に
、
徳
の
カ
リ
ス
マ
に
よ
る
支
配
を
理
想
と
す
る
儒
教
的
な
政
治
観
に
対
す
る
シ
ニ
カ
ル
な
ア
ソ
チ
・
テ
ー
ゼ
さ
え
感
じ
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ら
れ
る
。
象
山
に
お
け
る
「
力
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
植
手
通
有
の
詳
細
に
論
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
知
識
・
情
報
収
集
の
提
言
は
、
と
り
わ
け
こ
の
時
代
に
人
々
が
好
ん
で
援
用
し
た
、
「
孫
子
」
の
「
知
彼
知
己
、
百
戦
不
殆
」
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

力
な
根
拠
と
し
て
な
さ
れ
、
象
山
自
身
こ
れ
を
「
夷
俗
を
駆
し
候
に
は
夷
情
を
知
り
候
よ
り
先
な
る
は
な
」
し
と
表
現
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
象
山
が
嘉
永
二
年
以
後
折
に
触
れ
て
松
代
藩
と
幕
府
と
に
執
拗
に
嘆
願
し
て
遂
に
果
せ
な
か
っ
た
、
和
蘭
辞
書
「
ズ
ー
フ
・
ハ

ル
マ
」
の
増
訂
版
開
板
の
主
要
な
動
機
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
し
、
ま
た
吉
田
松
陰
に
所
謂
「
下
田
踏
海
策
」
を
懲
通
し
た
動
機
も
こ

　
　
　
　
（
1
8
）

こ
に
あ
っ
た
。
前
者
に
関
し
て
、
象
山
は
辞
書
板
行
の
意
義
を
「
当
今
外
冠
に
備
へ
候
の
急
務
は
彼
を
知
る
よ
り
先
な
る
は
な
く
、
彼

を
知
る
の
方
法
は
彼
の
技
術
を
尽
す
よ
り
要
な
る
は
な
く
、
彼
の
技
術
を
尽
し
候
に
は
天
下
に
其
学
の
階
梯
な
る
詞
書
を
梓
行
す
る
よ

り
便
な
る
は
な
し
」
と
述
べ
て
、
更
に
続
け
て
、
「
期
す
る
所
は
五
大
洲
の
学
術
を
兼
備
し
五
大
洲
の
所
長
を
集
め
、
本
邦
を
し
て
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

く
全
世
界
独
立
の
国
と
な
ら
し
む
る
基
礎
を
世
に
弘
め
む
と
申
所
」
が
辞
書
板
行
の
窮
極
の
目
標
な
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
こ
に
は
、
象
山
の
思
考
方
法
に
顕
著
な
特
徴
が
二
つ
表
わ
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
先
程
述
べ
た
彼
の
知
的
関
心
の
あ

り
方
と
あ
る
意
味
で
は
重
複
す
る
の
で
あ
る
が
、
一
つ
は
、
情
報
を
で
き
る
だ
け
広
範
囲
に
収
集
す
る
こ
と
（
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な

く
未
知
の
も
の
に
対
す
る
旺
盛
な
知
的
好
奇
心
の
延
長
上
の
も
の
で
あ
る
）
と
そ
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
共
有
さ
せ
よ

う
と
す
る
態
度
で
あ
り
、
二
つ
は
、
「
本
邦
を
し
て
永
く
全
世
界
独
立
の
国
と
な
さ
し
め
る
」
と
い
う
遠
大
な
目
的
を
辞
書
板
行
と
い

う
あ
る
意
味
で
は
迂
遠
と
さ
え
い
え
る
基
礎
的
な
事
柄
か
ら
着
手
し
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
、
原
理
的
な
も

！
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の
に
対
す
る
象
山
の
探
求
心
の
別
の
表
現
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
更
に
ま
た
辞
書
板
行
と
「
全
世
界
独
立
の
国
」
と
の
関

連
づ
け
は
、
彼
の
人
ロ
に
謄
廉
し
て
い
る
、
「
予
、
年
二
十
以
後
、
す
な
は
ち
匹
夫
も
一
国
に
繋
る
こ
と
あ
る
を
知
る
。
三
十
以
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

す
な
は
ち
天
下
に
繋
る
こ
と
あ
る
を
知
る
。
四
十
以
後
、
す
な
は
ち
五
世
界
に
繋
る
こ
と
あ
る
を
知
る
」
と
い
う
、
彼
の
世
界
認
識
の

拡
大
と
か
か
る
拡
大
さ
れ
た
世
界
に
お
け
る
自
己
（
「
匹
夫
」
）
の
定
位
の
プ
ロ
セ
ス
と
内
的
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ

の
両
者
は
共
に
、
全
体
と
個
と
の
関
連
性
の
的
確
な
認
識
と
、
個
か
ら
全
体
へ
到
達
す
る
、
あ
る
い
は
逆
に
全
体
の
中
に
個
を
明
確
に

定
位
す
る
、
強
靱
な
構
想
力
へ
の
発
展
を
予
知
せ
し
め
る
こ
と
に
お
い
て
、
こ
の
時
代
に
傑
出
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
「
匹
夫
」
・
「
一
国
」
・
「
天
下
」
・
「
五
世
界
し
が
象
山
の
認
識
の
世
界
に
お
い
て
、
一
つ
の
統
一
的
全
体
像
の
中
に
そ
れ
ぞ

れ
の
位
置
を
し
め
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
な
ら
ば
、
幕
末
日
本
の
鎖
国
か
ら
開
国
へ
の
外
交
関
係
の
転
換
も
、
方
法
的
に
明
確
に

自
覚
化
さ
れ
た
過
程
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
象
山
の
場
合
に
は
こ
の
転
換
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
い
か
に
展
開
さ
れ
て

へ
　
　
　
　
　
も
　
む

し
る
力

　
象
山
に
お
い
て
は
、
幕
府
の
「
祖
法
し
で
あ
る
鎖
国
政
策
が
、
あ
る
種
の
撲
夷
論
者
に
見
ら
れ
る
伝
統
主
義
的
な
神
聖
化
・
不
可
変

性
の
神
話
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
歴
史
の
中
へ
、
具
体
的
な
状
況
に
制
約
さ
れ
た
合
目
的
的
な
政
策
の
次
元
へ
と
引
き
戻
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
例
え
ば
、
西
洋
型
艦
船
の
製
造
禁
止
令
の
廃
止
を
主
張
し
て
象
山
は
云
う
。
「
如
何
程
重
き
御
規
定
御
座
候
と
も
天
下
の
安
危

に
は
難
替
義
と
奉
存
候
。
畢
寛
御
先
代
様
に
て
右
等
重
き
御
規
定
を
被
為
立
候
も
天
下
後
世
の
義
を
厚
く
被
思
召
候
て
の
御
事
に
候
へ

ば
、
（
中
略
）
天
下
の
為
に
立
て
さ
せ
ら
れ
候
御
法
を
天
下
の
為
に
改
め
さ
せ
ら
れ
候
に
何
の
御
揮
か
御
座
候
べ
き
。
平
常
の
事
は
平
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の
法
に
従
ひ
非
常
の
際
は
非
常
の
制
を
用
ひ
候
事
和
漢
古
吟
の
通
義
と
奉
存
候
」
と
。

　
か
く
し
て
鎖
国
・
撲
夷
政
策
は
、
現
在
の
日
本
を
取
り
ま
く
国
際
情
勢
の
許
で
そ
の
目
的
合
理
性
が
検
討
の
姐
上
に
の
ぼ
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
こ
う
で
あ
る
。
「
天
下
城
制
今
時
軍
術
の
法
に
叶
は
ず
外
冠
の
防
禦
は
総
て
脈
絡
の
貫
通
を
嵌
き
、
（
割
注
略
）



㎜
人
に
讐
へ
候
へ
ば
全
く
裸
体
空
手
の
あ
り
さ
ま
に
御
座
候
。
（
中
略
）
如
此
当
今
の
御
様
子
に
て
は
和
蘭
の
一
小
国
と
御
抗
拒
御
座
候
て

も
甚
だ
無
覚
束
奉
存
候
。
（
中
略
）
況
や
外
四
大
国
を
併
せ
て
一
斉
に
御
抗
拒
御
見
せ
付
け
御
座
候
は
む
策
略
い
つ
れ
よ
り
し
て
可
立
申

や
。
（
中
略
）
抑
五
世
界
の
学
術
智
巧
次
第
に
開
け
各
国
の
兵
カ
所
作
此
形
勢
に
相
成
候
も
実
に
天
運
の
し
か
ら
し
む
る
所
、
皇
国
独
り

此
天
運
を
奈
何
せ
ら
る
べ
き
。
且
御
鎖
国
の
御
手
段
も
充
分
の
御
国
力
と
御
伎
偏
無
御
座
候
て
は
不
被
為
叶
、
又
学
術
智
巧
は
互
に
切

磋
し
て
相
長
じ
候
も
の
故
に
、
始
終
御
鎖
国
に
て
は
御
国
力
御
伎
偏
共
寛
に
外
国
に
劣
ら
せ
ら
れ
終
に
御
鎖
国
も
遂
げ
さ
せ
ら
れ
ざ
る

　
　
　
　
（
2
2
）

に
至
り
可
申
L
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
開
国
し
て
「
御
国
力
御
伎
禰
」
を
増
強
し
な
け
れ
ば
鎖
国
さ
え
も
維
持
で
き
な
い

と
い
う
、
逆
説
的
な
現
実
で
あ
る
。
撰
夷
論
の
立
場
に
拠
り
な
が
ら
、
か
か
る
逆
説
を
逆
説
の
ま
ま
に
終
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
幕
末

日
本
が
置
か
れ
て
い
る
歴
史
的
現
実
の
中
で
撰
夷
の
意
味
の
読
み
換
え
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
読
み
換
え
が
い
か
な
る
形
で

な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
後
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
象
山
に
つ
い
て
云
え
ば
、
こ
の
逆
説
は
「
夷
を
以
て
夷
を
制
す
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

う
中
国
古
典
の
語
句
が
、
「
夷
の
術
を
以
て
夷
を
防
ぐ
」
と
読
み
換
え
ら
れ
て
弥
縫
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
象
山

は
云
う
。
「
ロ
シ
ヤ
の
先
主
ペ
ー
ト
ル
が
和
蘭
人
を
師
と
し
て
遂
に
和
蘭
に
劣
ら
ず
、
北
ア
メ
リ
カ
人
英
吉
利
を
師
と
し
て
終
に
英
吉

利
に
勝
ち
候
類
は
、
御
承
知
無
之
候
義
や
。
兎
に
角
愚
意
に
は
夷
の
術
を
以
て
夷
を
防
ぐ
よ
り
外
無
之
と
存
候
。
彼
れ
に
大
艦
あ
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

我
も
亦
た
大
艦
を
作
る
べ
し
、
彼
に
巨
砲
あ
ら
ば
我
も
亦
巨
砲
を
造
る
べ
し
」
と
。
か
く
し
て
象
山
に
お
い
て
西
欧
技
術
の
摂
取
が
積

極
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
既
に
い
く
つ
か
引
い
た
彼
の
文
章
に
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
人
口
に
膀
衆
す
る
「
東
洋
道
徳
、
西
洋
芸
術
」
の
語
は
、
象
山
の
こ
の
様
な
意
味
で
の
対
外
態
度
と
開
国
論
を
定
式
化
す
る
テ
ー
ゼ

で
あ
っ
た
。
が
し
か
し
ま
た
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
必
ず
も
、
西
洋
文
明
の
摂
取
を
物
質
文
明
な
い
し
は
科
学
技
術
の
領
域
の
み
に
限
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
植
手
が
犀
利
に
論
じ
て
い
る
様
に
、
「
西
洋
芸
術
」
1
1
西
洋
近
代
自
然
科
学
の
成
果
を
高
く
評
価
し

な
が
ら
も
、
特
殊
西
洋
近
代
の
意
味
に
お
け
る
社
会
秩
序
と
自
然
秩
序
の
分
裂
を
意
識
し
な
か
っ
た
象
山
は
、
朱
子
学
的
意
味
に
お
け
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鵬
る
格
物
窮
理
に
よ
る
「
道
」
の
探
究
の
中
に
西
洋
自
然
科
学
的
探
究
を
何
の
矛
盾
も
な
く
包
摂
せ
し
め
て
い
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
象

山
に
と
っ
て
は
「
西
洋
芸
術
」
の
究
明
は
、
そ
の
ま
ま
「
東
洋
道
徳
」
1
1
「
道
」
の
究
明
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
な
に
よ
り
も
右

の
語
句
を
含
む
一
節
が
、
「
君
子
有
一
一
五
楽
こ
に
は
じ
ま
り
、
「
西
人
理
窟
を
啓
く
の
後
に
生
れ
、
古
の
聖
賢
の
い
ま
だ
嘗
て
識
ら
ざ
る

と
こ
ろ
の
理
を
知
る
は
、
四
の
楽
な
り
。
東
洋
道
徳
、
西
洋
芸
術
、
精
粗
遺
さ
ず
、
表
裏
兼
該
し
、
因
り
て
も
っ
て
民
物
を
沢
し
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

恩
に
報
ゆ
る
は
、
五
の
楽
な
り
」
と
結
ば
れ
て
い
る
処
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
こ
こ
に
「
本
邦
を
し
て
永
く
全
世
界
独
立
の

国
」
と
な
す
と
い
う
目
的
の
も
と
に
彼
の
蘭
学
修
業
・
大
小
砲
鋳
造
等
々
の
西
洋
技
術
の
摂
取
の
努
力
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　
こ
う
し
て
、
象
山
の
「
賓
礼
」
に
基
く
外
国
交
際
論
と
こ
れ
を
基
礎
づ
け
て
い
る
彼
の
西
洋
認
識
と
を
見
れ
ば
、
彼
の
開
国
論
は
、

撰
夷
論
の
騎
り
の
な
い
積
極
的
な
開
国
論
で
あ
る
様
に
見
え
る
。
だ
が
し
か
し
、
文
久
二
年
の
建
白
書
に
鎖
国
・
撲
夷
の
不
可
能
を
説

い
た
あ
と
で
象
山
が
、
「
夫
よ
り
は
外
藩
と
礼
義
を
以
て
御
交
通
、
其
聞
に
公
武
御
合
体
被
為
在
御
共
々
御
励
精
被
遊
、
（
中
略
）
万
国

の
長
ず
る
筋
を
被
為
集
、
外
国
に
も
追
々
日
本
領
を
も
被
為
開
、
御
国
力
の
御
強
盛
も
万
国
の
上
に
出
で
、
銃
砲
の
御
修
繕
弾
薬
の
御

術
業
も
万
国
の
上
に
出
で
、
軍
艦
の
数
も
万
国
の
上
に
出
で
、
将
材
異
能
の
士
の
衆
多
な
る
も
万
国
の
上
に
出
で
、
兵
卒
の
錬
熟
も
万

国
の
上
に
出
で
、
城
制
の
堅
固
な
る
こ
と
も
万
国
の
上
に
出
で
候
様
被
為
至
候
は
ば
、
兼
て
は
閣
闇
の
禍
心
を
致
包
蔵
候
国
々
も
自
然

と
奉
囁
畏
、
御
抗
拒
を
待
た
ず
跡
を
絶
ち
可
申
、
又
御
徳
化
を
奉
慕
候
上
よ
り
は
貢
献
を
修
め
て
奉
臣
服
候
も
可
有
御
座
陶
鴫
と
述
べ

て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
象
山
の
開
国
論
に
も
依
然
と
し
て
根
強
く
撲
夷
論
が
通
底
し
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点

で
、
象
山
を
「
撲
夷
的
開
国
党
」
と
規
定
し
た
竹
越
三
叉
は
正
鵠
を
射
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　
先
学
の
研
究
を
祖
述
し
つ
つ
佐
久
間
象
山
の
開
国
論
と
こ
れ
に
関
連
す
る
若
干
の
問
題
を
整
理
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
こ
の

時
代
の
も
う
一
人
の
開
国
論
者
橋
本
左
内
の
対
外
認
識
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
間
題
を
検
討
し
よ
う
。



る

幻

　
橋
本
左
内
は
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
生
れ
で
あ
り
、
福
沢
諭
吉
（
天
保
五
（
一
八
三
五
）
年
生
）
と
陰
暦
で
同
年
生
れ
で
あ
り
、

佐
久
間
象
山
（
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
生
）
・
横
井
小
楠
（
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
生
）
・
藤
田
東
湖
（
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年

生
）
等
か
ら
ほ
ぼ
一
世
代
後
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
左
内
は
福
井
藩
の
藩
医
の
家
に
生
れ
、
一
六
才
で
大
阪
の
緒
方
洪
庵
の
適
々
斎
塾
に
入
門
し
蘭
方
医
学
を
修
め
た
。
安
政
二
年
藩
主

の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
慶
永
の
枢
機
に
参
画
し
、
と
り
わ
け
将
軍
継
嗣
問
題
に
か
か
わ
っ
て
朝
廷
工
作
に
従
う
が
、
安
政
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

大
獄
に
連
座
し
て
刑
死
す
る
。
そ
の
晩
年
に
は
英
語
・
独
語
を
も
修
め
て
い
た
と
い
わ
れ
、
ま
ず
は
当
代
第
一
級
の
西
洋
事
情
通
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
左
内
が
日
魯
同
盟
論
を
展
開
し
て
い
る
よ
く
知
ら
れ
た
書
簡
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
左
内
が
当
時
の
国
際
情
勢
を
い
か
に
把
握

し
、
そ
れ
に
吾
が
国
が
い
か
に
対
処
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
か
を
見
よ
う
。
多
少
長
く
な
る
が
次
に
こ
の
書
簡
の
右
の

問
題
に
か
か
わ
る
部
分
を
引
用
し
よ
う
。

　
方
今
之
勢
は
、
行
々
は
五
大
洲
一
図
二
同
盟
国
二
相
成
、
盟
主
相
立
候
て
四
方
之
干
爽
相
休
可
レ
申
相
運
候
半
と
奉
レ
存
候
。
」
右
盟
主
は
先
英
．
魯

之
内
二
可
レ
有
レ
之
候
。
L
英
は
標
悼
貧
欲
、
魯
は
沈
鶯
厳
整
、
何
れ
後
二
は
魯
へ
人
望
可
レ
帰
奉
レ
存
候
。
L
借
日
本
は
油
も
独
立
難
二
相
叶
一
候
。
」
独
立

二
致
候
に
は
、
山
丹
・
満
洲
之
辺
・
朝
鮮
国
を
併
せ
、
且
亜
墨
利
加
洲
或
は
印
度
地
内
二
領
を
不
・
持
し
て
は
、
辿
も
望
之
如
な
ら
ず
候
」
此
は
当
今

は
甚
六
ケ
敷
候
。
其
訳
は
、
印
度
は
西
洋
二
被
レ
領
、
山
丹
辺
は
魯
国
二
て
手
を
附
掛
居
候
。
其
上
今
は
力
不
レ
足
、
辿
も
西
洋
諸
国
之
兵
二
敵
対
し

て
、
比
年
連
戦
は
無
二
覚
東
一
候
間
、
劫
て
今
之
内
二
同
盟
国
二
相
成
可
・
然
候
」
然
処
亜
国
其
外
諸
国
は
交
置
候
も
不
レ
苦
候
へ
共
、
英
．
魯
は
両
雄

不
二
並
立
一
国
故
、
甚
以
扱
兼
申
候
L
其
意
は
既
に
「
ハ
ル
レ
ス
」
口
上
二
も
歴
然
、
其
上
近
来
争
闘
之
　
二
て
明
白
二
御
座
候
L
依
レ
之
、
後
日
英
ず

魯
ヲ
伐
先
手
を
頼
候
鰍
、
又
は
蝦
夷
・
箱
館
借
呉
候
旨
可
・
願
候
。
其
時
断
然
英
を
断
候
鰍
、
又
は
従
候
鰍
。
定
策
可
・
有
・
之
事
、
」
小
拙
は
是
非
魯
に

從
ひ
度
奉
レ
存
候
。
其
訳
は
魯
は
信
あ
り
、
隣
境
な
り
、
且
魯
ト
我
ト
は
唇
歯
之
国
、
我
魯
に
従
候
は
は
、
魯
我
ヲ
徳
と
す
べ
く
候
」
左
ス
れ
．
ハ
英
怒
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り
可
レ
伐
レ
我
、
此
我
願
な
り
。
我
孤
立
二
て
西
洋
同
盟
之
諸
国
二
敵
対
は
難
レ
致
、
魯
之
後
援
有
れ
ば
、
仮
令
敗
ル
瓦
も
皆
滅
二
不
レ
至
は
了
然
に
候
。

然
れ
ば
此
一
戦
我
弱
を
強
二
転
し
、
危
を
安
二
変
候
大
機
関
二
御
座
候
て
、
此
3
我
日
本
も
真
之
強
国
二
可
二
相
成
　
候
。
其
上
其
戦
争
迄
二
は
、
是
非

魯
国
並
亜
国
汐
人
を
情
ひ
て
、
我
国
之
大
改
革
始
、
水
軍
陸
戦
共
精
励
可
レ
為
レ
致
ト
奉
μ
存
候
L
倦
右
様
魯
之
親
眠
を
得
候
二
は
、
所
謂
難
レ
報
之
恩

無
レ
之
し
て
は
不
二
相
済
一
候
。
魯
之
我
♂
使
節
を
以
て
和
親
を
乞
候
積
、
其
段
二
は
種
々
心
算
有
・
之
候
得
共
、
筆
二
て
は
難
レ
述
候
L
借
魯
二
国
を
託

し
候
迄
二
、
外
汐
擾
乱
被
レ
致
候
て
は
不
二
相
成
一
候
故
、
其
迄
は
何
分
亜
墨
利
加
を
頼
付
、
英
夷
之
賊
窟
強
梁
等
は
成
丈
拒
貰
ひ
候
事
」
依
レ
之
交
易
、
、
、

ニ
ス
ト
ル
指
置
之
ニ
ケ
条
相
許
、
其
中
交
易
は
矢
張
官
府
交
易
二
致
度
候
間
、
勝
手
交
易
は
相
断
申
度
候
事
」
阿
片
並
借
地
之
事
は
断
り
、
港
は
堺
．

神
奈
川
・
箱
館
・
長
崎
之
四
個
所
位
二
極
置
申
度
事
L
何
分
亜
を
一
ケ
之
東
藩
ト
見
、
西
洋
を
我
所
属
と
思
ひ
、
魯
を
兄
弟
唇
歯
と
な
し
、
近
国
を
掠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

略
す
る
事
、
緊
要
第
一
と
奉
レ
存
候
L

　
見
ら
れ
る
様
に
こ
こ
で
は
、
第
一
に
、
国
際
政
治
が
英
・
魯
を
両
軸
と
す
る
、
軍
事
力
に
基
づ
い
た
「
力
」
に
よ
る
対
立
の
関
係
と

し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
の
様
な
国
際
政
治
状
況
の
中
で
の
日
本
の
外
交
政
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
直
接
に
は
国
際
関
係
を

「
力
」
に
よ
る
対
立
と
し
て
捉
え
る
こ
と
ー
こ
れ
は
先
述
の
佐
久
間
象
山
と
共
通
す
る
ー
の
帰
結
と
も
い
え
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

彼
の
開
国
論
は
“
攻
撃
的
”
（
「
近
国
を
掠
略
す
る
事
」
）
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
開
国
論
に
ま
つ
わ
る

こ
の
”
攻
撃
性
“
は
、
左
内
に
限
ら
ず
、
こ
の
時
代
の
開
国
論
の
多
く
に
多
か
れ
少
な
か
れ
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い

え
る
。
例
え
ば
、
先
述
の
象
山
に
も
そ
れ
は
あ
っ
た
。
第
三
に
、
日
魯
同
盟
に
反
掻
し
た
英
国
の
日
本
に
対
す
る
軍
事
侵
略
（
左
内

は
、
英
魯
い
ず
れ
か
一
方
に
対
す
る
同
盟
関
係
の
形
成
は
、
不
可
避
的
に
他
方
の
軍
事
的
な
反
掻
を
引
き
起
す
と
考
え
て
い
る
）
に
よ

っ
て
生
ず
る
対
外
的
危
機
を
積
杵
と
し
て
、
国
内
に
お
け
る
政
治
上
軍
事
上
の
変
革
を
断
行
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、

「
撰
夷
開
国
」
派
が
撰
夷
1
1
対
外
戦
争
を
槙
秤
と
し
て
国
内
の
変
革
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
と
発
想
の
基
盤
を
同
じ
く
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。



％
　
左
内
が
国
内
改
革
を
差
し
当
り
ど
の
様
に
構
想
し
て
い
る
か
は
、
先
の
引
用
の
後
に
続
け
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
倦
右
様
大
変
革

相
始
候
二
就
て
は
、
内
地
之
御
処
置
、
此
迄
之
旧
套
二
て
は
不
一
一
相
済
一
、
第
一
建
儲
、
第
二
我
公
・
水
老
公
・
薩
公
位
を
国
内
事
務
宰

相
の
専
権
に
し
て
、
肥
前
公
を
外
国
事
務
宰
相
の
専
権
に
し
、
夫
二
川
路
・
永
井
・
岩
瀬
位
を
指
添
、
其
外
天
下
有
名
達
識
之
士
を
、

御
儒
者
と
申
名
目
二
て
、
陪
臣
処
士
二
不
・
拘
撰
挙
致
し
、
此
も
右
専
権
之
宰
相
二
派
別
に
致
し
附
置
、
尾
張
・
因
州
を
京
師
之
守
護

二
、
其
指
添
二
彦
根
・
戸
田
位
、
蝦
夷
へ
は
伊
達
遠
州
・
土
州
侯
位
相
遣
し
、
其
外
小
名
有
志
之
向
を
挙
用
候
は
は
、
今
之
勢
二
て
も

随
分
一
芝
居
出
来
候
事
鰍
ト
奉
レ
存
候
。
其
上
魯
西
亜
・
亜
墨
利
加
汐
、
諸
芸
術
之
師
範
役
五
十
人
計
借
受
、
諸
国
二
学
術
稽
古
所
相

起
、
物
産
之
道
を
手
広
に
始
め
、
内
地
之
乞
児
・
雲
介
之
類
二
頭
を
立
、
相
応
之
賄
遣
し
、
山
海
之
営
為
・
致
、
往
来
は
重
に
海
路
汐
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

し
候
は
は
、
蝦
夷
も
忽
開
墾
可
二
相
成
一
、
航
海
術
も
直
二
可
・
熟
奉
・
存
候
。
」
左
内
の
こ
の
構
想
に
は
要
点
が
四
つ
含
ま
れ
て
い
る
。

　
一
つ
は
幕
府
の
行
政
機
構
を
改
革
し
て
、
国
内
事
務
・
外
国
事
務
に
つ
い
て
「
専
権
」
の
「
宰
相
」
を
設
け
る
こ
と
。
こ
こ
に
は

「
外
国
」
問
題
の
発
生
が
直
ち
に
「
国
内
」
問
題
を
呼
び
起
し
た
と
い
う
事
情
が
端
的
に
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
こ
と
は
、

国
内
統
治
の
大
き
な
部
分
が
諸
大
名
の
個
別
領
有
権
に
基
づ
く
統
治
に
委
ね
ら
れ
、
中
央
権
力
と
し
て
全
国
を
統
一
的
に
統
治
す
る

と
い
う
意
味
で
の
「
国
内
」
問
題
の
必
要
を
そ
れ
程
強
く
は
意
識
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
幕
府
の
旧
来
の
統
治
権
力
が
、
対
外
国
関

係
の
発
生
に
よ
っ
て
変
質
を
強
い
ら
れ
、
新
し
い
統
治
領
域
と
し
て
の
「
国
内
」
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え

る
。
更
に
、
複
数
の
老
中
の
月
番
制
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
た
旧
来
の
幕
府
行
政
が
、
専
任
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
強
力
な
指
導

を
必
要
と
す
る
も
の
に
、
質
量
共
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
左
内
が
認
識
し
て
来
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
幕
府

は
よ
う
や
く
慶
応
二
・
三
年
に
な
っ
て
、
将
軍
慶
喜
の
も
と
で
、
老
中
を
そ
れ
ぞ
れ
陸
軍
総
裁
・
海
軍
総
裁
・
国
内
事
務
総
裁
・
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

総
裁
・
外
国
事
務
総
裁
の
専
任
制
と
し
た
。
こ
の
措
置
は
仏
国
公
使
ロ
ッ
シ
ュ
の
建
言
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
第

二
に
、
「
国
内
」
問
題
が
幕
府
の
新
し
い
統
治
領
域
と
し
て
出
現
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
従
来
親
藩
・
譜
代
・
旗
本
が
独
占
し
て
い
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π
た
幕
府
官
職
を
開
放
し
て
、
新
設
さ
れ
た
こ
れ
ら
官
職
に
外
様
雄
藩
大
名
・
諸
藩
士
・
処
士
を
挙
用
し
、
幕
政
を
よ
り
広
範
な
挙
国
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

基
礎
の
上
に
置
く
こ
と
。
こ
の
こ
と
を
左
内
が
端
的
に
「
日
本
国
中
を
一
家
と
見
候
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
シ
ヨ
ナ
ル

る
。
勿
論
こ
の
こ
と
が
直
ち
に
幕
府
権
力
を
国
民
大
的
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
引
用
し
た
左
内
の
文

章
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
こ
の
様
な
改
革
を
断
行
し
、
山
積
す
る
内
外
の
諸
問
題
を
処
理
す
る
上
で
、
将
軍
と
補
佐
の

閣
僚
に
強
力
な
指
導
を
期
待
す
る
こ
と
。
「
何
卒
、
廟
堂
一
大
英
主
之
現
在
し
給
ひ
て
、
此
辺
之
事
に
御
配
慮
御
座
候
様
願
は
敷
奉
・
存

（
3
1
）

候
。
」
こ
の
文
章
は
将
軍
継
嗣
問
題
（
「
建
儲
」
）
に
関
連
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
橋
派
と
し
て
の
左
内
の
こ
の
問
題
に
対

す
る
積
極
的
関
与
は
一
橋
慶
喜
に
こ
の
様
な
強
力
な
指
導
を
期
待
し
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
第
四
に
、
西
洋
技
術
の
導
入
と
「
乞
児

・
雲
介
之
類
」
（
こ
れ
ら
は
遊
民
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
）
の
徴
用
に
よ
る
荒
撫
地
開
拓
・
殖
産
事
業
の
推
進
で
あ
る
。

　
右
の
様
な
国
内
改
革
を
踏
ま
え
つ
つ
、
左
内
は
積
極
的
な
開
国
論
の
立
場
に
立
っ
て
、
対
外
交
易
・
欧
米
文
明
の
摂
取
を
唱
え
る
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、
外
国
交
易
を
目
的
と
す
る
藩
の
殖
産
事
業
の
推
進
、
商
館
の
設
置
を
提
言
し
、
更
に
進
め
て
、
「
外
国
民
と
引
合

候
上
は
、
品
物
之
交
易
の
み
な
ら
ず
、
智
慧
之
交
易
肝
要
に
御
座
候
。
即
製
作
使
用
之
器
械
、
経
済
実
用
之
談
論
を
も
交
易
致
し
度

奉
レ
存
候
」
と
述
べ
、
更
に
「
貿
易
引
合
之
間
に
、
逐
々
懇
切
之
談
に
及
び
、
舎
密
・
測
量
・
航
海
等
、
諸
学
科
之
事
を
も
穿
盤
仕
度

　
　
　
　
　
　
（
鎗
）

候
」
と
説
く
の
は
、
彼
の
こ
の
立
場
の
積
極
的
な
標
榜
で
あ
る
。
象
山
の
「
東
洋
道
徳
、
西
洋
芸
術
」
と
共
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

左
内
の
「
仁
義
之
道
、
忠
孝
之
教
は
吾
よ
り
開
き
、
器
技
之
工
、
芸
術
之
精
は
、
彼
よ
り
取
り
候
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
彼
の
積
極
的

開
国
論
に
お
け
る
対
外
態
度
を
端
的
に
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
象
山
と
左
内
の
こ
の
二
つ
の
テ
ー
ゼ
ほ
、
共
に
所
謂
採
長
補
短
主
義
の
立
場
を
表
明
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る

が
、
両
者
の
東
洋
と
西
洋
と
の
価
値
的
関
連
づ
け
に
は
違
い
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
象
山
の
そ
れ
は
、
「
東
洋
道
徳
」

1
1
格
物
窮
理
の
中
に
「
西
洋
芸
術
」
1
1
西
洋
近
代
自
然
科
学
が
包
摂
さ
れ
る
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
た
ー
そ
の
意
味
で
は
「
東
洋
道



鎚
徳
」
の
「
西
洋
芸
術
」
に
対
す
る
価
値
的
優
位
に
何
の
疑
い
を
も
持
た
れ
て
い
な
か
っ
た
ー
の
に
対
し
て
、
左
内
の
そ
れ
は
両
者
の

違
い
を
鋭
く
意
識
し
、
そ
し
て
そ
れ
だ
け
一
層
「
仁
義
之
道
、
忠
孝
之
教
」
の
価
値
的
優
位
が
こ
と
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
様
に
思
わ
れ

る
。
逆
に
言
え
ば
、
左
内
の
採
長
補
短
主
義
は
、
西
欧
文
明
の
全
面
的
無
条
件
的
摂
取
に
対
す
る
強
い
警
戒
心
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

　
福
井
藩
は
安
政
四
年
に
藩
校
明
道
館
内
に
洋
学
習
学
所
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
が
、
左
内
は
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
蘭
学
（
洋

学
）
教
育
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
し
、
藩
の
布
告
書
の
草
稿
を
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
彼
の
蘭
学
（
洋
学
）
に
対
す
る
も
う

一
つ
の
態
度
が
表
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
正
規
の
蘭
学
修
業
生
（
「
定
員
の
生
徒
」
）
の
資
格
を
論
じ
て
彼
は
言
う
、
「
行
々
は
教
授
よ

り
篤
と
人
撰
致
し
、
学
一
経
に
通
し
候
者
に
洋
学
一
科
づ
Σ
為
二
相
学
一
候
様
仕
度
候
。
喩
ば
春
秋
内
外
伝
に
長
し
候
者
に
兵
科
、
周
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

に
長
し
候
者
に
製
械
科
・
開
物
科
、
易
に
長
し
候
者
に
究
理
科
と
申
様
に
致
候
は
父
、
御
趣
意
の
如
く
正
し
き
学
風
に
相
成
可
・
由

へ候
」
（
傍
点
引
用
者
）
、
「
定
員
の
生
徒
は
随
分
人
物
御
択
被
レ
成
候
而
、
性
質
宜
し
き
者
に
被
二
仰
付
一
度
候
間
、
（
中
略
）
其
人
心
術
等
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍵
）

に
見
と
め
、
其
上
に
て
定
員
に
御
加
へ
可
・
被
・
成
候
」
と
。

　
そ
も
そ
も
左
内
に
あ
っ
て
は
、
学
問
と
は
「
道
之
修
行
」
で
あ
る
。
曰
く
、
「
学
問
は
道
之
修
行
に
而
、
芸
術
而
已
修
業
に
て
は
無
・

　
　
　
　
　
（
3
5
）

之
義
勿
論
に
候
」
と
。
勿
論
こ
の
様
な
学
問
観
は
左
内
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
本
来
儒
学
に
お
い
て
中
心
的
な
学
問
観
で
あ
る
こ

と
は
云
う
を
侯
た
な
い
。
た
だ
こ
う
し
た
学
問
観
の
中
に
蘭
学
（
洋
学
）
を
位
置
づ
け
る
仕
方
に
お
い
て
、
左
内
は
、
先
述
し
た
象
山

と
も
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
横
井
小
楠
と
も
明
確
に
一
線
を
画
す
る
様
で
あ
る
。
左
内
は
蘭
学
（
洋
学
）
を
「
芸
術
」
と
規
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
道
」
と
の
異
質
性
を
際
だ
た
せ
て
、
前
者
を
後
者
に
従
属
せ
し
め
様
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
、
両
者

の
異
質
性
と
は
、
特
殊
西
欧
近
代
の
意
味
に
お
け
る
、
「
道
」
の
属
す
る
社
会
秩
序
と
「
芸
術
」
の
属
す
る
自
然
秩
序
と
の
連
続
性
が

裁
断
さ
れ
た
処
に
生
ず
る
両
者
の
没
価
値
的
観
点
に
立
っ
た
異
質
性
で
は
な
く
し
て
、
何
よ
り
も
ま
ず
価
値
的
観
点
に
立
っ
た
、
東
洋



蘭納⇔
相諸の論

夷
撲
る
けおに

末幕　

留

の
「
道
」
と
西
洋
の
「
芸
術
」
と
の
異
質
性
で
あ
る
。
左
内
に
と
っ
て
両
者
は
か
か
る
観
点
か
ら
峻
別
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
か

く
し
て
蘭
学
（
洋
学
）
は
一
面
で
は
「
尊
王
撰
夷
」
の
た
め
に
止
む
を
得
ず
摂
取
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
必
要
悪
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
曰
く
、
「
当
今
海
警
等
頻
御
座
候
時
節
に
候
へ
ば
、
尊
王
撰
夷
之
策
、
先
彼
の
所
長
を
知
り
候
事
、
第
一
た
る
べ
く
候
。
彼
の
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

を
知
り
候
に
は
、
其
学
芸
・
技
術
を
講
究
候
事
最
も
急
務
た
る
べ
く
義
に
付
、
（
中
略
）
右
等
の
御
趣
意
能
々
相
弁
へ
、
吻
り
に
新
奇
便

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
緬
）

用
を
喜
び
、
外
国
を
誇
称
し
て
、
皇
国
を
卑
視
致
し
候
様
の
所
行
無
レ
之
様
、
心
得
為
レ
仕
度
奉
・
存
候
事
」
と
。

　
右
に
見
た
様
に
、
左
内
の
西
洋
文
明
摂
取
論
に
は
あ
る
意
味
で
受
身
の
姿
勢
が
あ
る
が
、
そ
の
反
面
と
し
て
ま
た
、
彼
の
「
仁
義
之

道
、
忠
孝
之
教
」
に
は
西
洋
文
明
を
峻
拒
す
る
i
攻
撃
的
と
は
い
え
な
い
と
し
て
も
ー
あ
る
積
極
的
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
「
尊
王
撰
夷
」
の
た
め
と
は
い
え
「
彼
の
所
長
」
の
摂
取
に
よ
っ
て
途
を
開
か
れ
た
西
洋
文
明
の
圧
倒
的
な
流
入
に
抗

し
て
、
自
か
ら
の
文
化
の
固
有
性
を
防
禦
す
る
ー
そ
れ
は
自
己
の
交
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
ー
の
確
立
・
保
持
で
も
あ
る
の
だ
が
1

思
想
的
あ
る
い
は
精
神
的
な
拠
点
た
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
左
内
が
「
皇
国
」
と
「
異
邦
」
と
の
違
い
を
、
「
神
武
皇
之

御
孫
謀
御
遺
烈
」
と
し
て
の
「
人
忠
義
を
重
ん
じ
、
士
武
道
を
尚
ひ
候
ニ
ケ
条
」
に
求
め
て
、
「
此
ニ
ケ
条
皇
国
之
皇
国
タ
ル
所
二
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訂
）

て
、
支
那
之
華
靡
浮
大
、
西
洋
之
固
滞
暗
鈍
二
比
し
候
得
は
雲
泥
之
相
違
」
と
述
べ
そ
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
の
よ
り
直
裁
的
な
表
現

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
「
異
邦
」
と
の
対
比
に
お
い
て
「
皇
国
之
皇
国
た
る
所
」
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
自
体
の
中
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
開
国
と
積
極
的
な
西
洋
文
明
の
摂
取
を
主
張
し
た
左
内
に
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ー
と
い
う
よ
り
は
、
ま
さ
に

そ
れ
故
に
1
圧
倒
的
な
西
洋
文
明
（
そ
れ
は
軍
事
力
に
象
徴
さ
れ
る
強
大
な
国
力
と
、
そ
れ
を
支
え
る
科
学
・
技
術
と
し
て
表
わ
れ

る
）
に
抗
し
て
、
開
国
政
策
の
面
で
は
”
攻
撃
性
”
が
、
精
神
的
な
面
で
は
、
”
固
有
性
“
の
強
調
i
そ
れ
は
一
面
で
は
防
禦
的
で

あ
る
が
、
他
面
で
は
攻
撃
的
で
も
あ
る
（
「
仁
義
之
道
、
忠
孝
之
教
は
吾
よ
り
開
」
く
）
i
が
色
濃
く
つ
き
ま
と
う
こ
と
に
な
る
。



捌

次
に
こ
う
し
た

　
註

「
開
国
撲
夷
」
論
と
対
比
し
な
が
ら
、
横
井
小
楠
の
開
国
論
を
検
討
し
よ
う
。

（
1
）
　
竹
越
與
三
郎
『
新
日
本
史
』
上
（
『
明
治
文
学
全
集
7
7
』
）
　
一
〇
頁
。

（
2
）
　
福
沢
諭
吉
『
福
翁
自
伝
』
　
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
（
第
二
版
）
　
一
四
七
－
一
四
八
頁
。
ル
ビ
は
マ
マ
。

（
3
）
　
会
沢
正
志
斎
『
時
務
策
』
（
『
日
本
思
想
大
系
・
水
戸
学
』
）
　
三
六
二
ー
三
六
八
頁
。
ル
ビ
は
マ
マ
。

（
4
）
久
坂
玄
瑞
書
簡
文
久
元
年
四
月
八
日
付
　
入
江
杉
蔵
宛
妻
木
忠
太
編
『
久
坂
玄
瑞
遺
文
集
』
上
　
二
六
〇
頁
。

（
5
）
　
久
坂
玄
瑞
書
簡
　
文
久
元
年
六
月
二
二
日
付
　
入
江
杉
蔵
宛
　
同
右
　
二
八
四
頁
。
尚
、
久
坂
が
松
代
を
訪
ね
て
、
幽
囚
中
の
象
山
に
面
会
し

　
た
の
は
文
久
元
年
五
月
一
一
日
で
あ
る
　
（
同
右
　
年
譜
　
二
七
頁
）
。

（
6
）
　
『
水
戸
藩
史
料
』
上
編
乾
　
一
九
ー
二
〇
頁
。
尚
、
「
ぶ
ら
か
す
」
の
語
義
は
不
明
。
前
田
勇
編
『
江
戸
語
大
辞
典
』
に
、
「
ぶ
ら
」
の
項
に

　
　
「
ぶ
ら
り
と
垂
れ
さ
が
っ
た
さ
ま
。
ぶ
ら
ぶ
ら
。
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
「
ぶ
ら
」
を
動
詞
化
し
て
、
決
着
を
つ
け
ず
に
置
く
こ
と
を
意
味

　
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
7
）
　
『
日
本
思
想
大
系
・
幕
末
政
治
論
集
』
　
一
七
七
頁
。

（
8
）
　
竹
越
　
前
掲
　
噌
一
頁
。

（
9
）
　
佐
久
間
象
山
コ
ハ
ル
マ
を
藩
業
に
て
開
板
せ
ん
こ
と
を
感
応
公
に
答
申
す
」
（
嘉
永
二
年
二
月
）
信
濃
教
育
会
編
『
象
山
全
集
』
巻
二
　
上
書

　
山
ハ
ニ
ー
山
ハ
一
二
頁
。

（
1
0
）
　
佐
久
間
象
山
コ
時
事
を
痛
論
し
た
る
幕
府
へ
上
書
稿
」
（
文
久
二
年
九
月
）
　
同
右
　
上
書
　
一
八
七
頁
。

（
1
1
）
　
同
右
　
一
八
四
ー
一
八
七
頁
。

　
尚
、
象
山
の
こ
の
提
言
と
夷
独
観
批
判
と
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
昌
介
（
『
洋
学
史
の
研
究
』
　
二
四
〇
頁
）
が
批
判
的
に
検
討
し
て
い
る
。

（
1
2
）
特
に
、
宮
本
仲
『
佐
久
間
象
山
』
、
丸
山
真
男
－
幕
末
に
お
け
る
視
座
の
変
革
」
（
『
展
望
』
　
一
九
六
五
年
五
月
号
）
、
植
手
通
有
「
幕
末
に
お
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の論夷
譲る

けおに
末
幕8

1
2

け
る
近
代
思
想
の
胎
動
L
・
「
幕
末
に
お
け
る
対
外
観
の
転
回
」
・
「
佐
久
間
象
山
に
お
け
る
儒
学
・
武
士
精
神
・
洋
学
」
（
以
上
い
ず
れ
も
、
植
手

『
日
本
近
代
思
想
の
形
成
』
に
所
収
）
、
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
の
研
究
』
（
特
に
、
第
一
篇
第
三
章
）
等
。

　
右
の
う
ち
佐
藤
は
、
象
山
の
「
大
言
壮
語
癖
」
・
「
自
己
顕
示
欲
」
・
「
誇
大
妄
想
的
な
性
癖
」
を
指
摘
し
て
、
具
体
的
に
、
彼
に
お
け
る
西
洋
砲

学
と
西
洋
自
然
科
学
知
識
の
実
態
・
朱
子
学
と
近
代
自
然
科
学
の
方
法
に
お
け
る
内
的
関
連
を
詳
細
に
検
討
し
た
後
、
「
象
山
が
蘭
語
を
ま
な
び
蘭

学
の
研
究
に
従
事
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
影
響
は
精
神
の
皮
相
に
と
ど
ま
り
、
内
部
に
ふ
か
く
浸
透
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
か
れ
の

蘭
学
は
、
正
統
派
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
幕
末
維
新
の
激
動
期
に
狂
い
咲
い
た
徒
花
に
す
ぎ
な
い
」
（
二
四
六
頁
）
と
、
否
定
的
な
結
論
を
下
し
て

い
る
。
も
し
象
山
の
思
想
が
か
か
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
そ
し
て
こ
の
評
価
は
一
面
で
、
あ
る
真
実
性
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
の
だ
が
）
、
佐

藤
自
身
が
認
め
て
い
る
「
幕
末
に
お
け
る
す
ぐ
れ
た
開
明
的
思
想
家
」
（
二
三
〇
頁
）
と
し
て
の
象
山
の
本
領
が
果
し
て
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
が
、

佐
藤
自
身
に
よ
っ
て
改
め
て
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

佐
久
間
象
山
「
省
讐
録
」
　
　
『
象
山
全
集
』
巻
一
　
九
頁
。
原
漢
文
。

同
右
　
八
頁
。

佐
久
間
象
山
書
簡
　
万
延
元
年
正
月
一
五
日
付
竹
村
金
吾
宛
　
『
象
山
全
集
』
巻
五
　
書
簡
　
一
八
三
頁
。

植
手
　
前
掲
　
三
九
ー
四
六
頁
。

佐
久
間
象
山
「
時
事
を
痛
論
し
た
る
幕
府
へ
上
書
稿
」
（
文
久
二
年
九
月
）
　
『
象
山
全
集
』
巻
二
　
上
書
　
一
六
五
頁
。

佐
久
間
象
山
書
簡
安
政
元
年
四
月
二
七
日
付
山
寺
源
大
夫
外
宛
　
『
象
山
全
集
』
巻
四
　
書
簡
　
二
五
四
頁
以
下
。

佐
久
間
象
山
「
ハ
ル
マ
を
藩
業
に
て
開
板
せ
ん
こ
と
を
感
応
公
に
答
申
す
」
（
嘉
永
二
年
二
月
）
　
『
象
山
全
集
』
巻
二
　
上
書
　
六
六
頁
。

佐
久
間
象
山
「
省
讐
録
」
　
前
掲
　
二
｛
頁
。

佐
久
間
象
山
「
感
応
公
に
上
り
て
天
下
当
今
の
要
務
を
陳
ず
」
（
天
保
＝
ご
年
＝
月
）
『
象
山
全
集
』
巻
二
　
三
六
頁
。

佐
久
間
象
山
「
内
間
に
よ
り
文
聡
公
に
呈
し
た
る
意
見
書
」
（
文
久
二
年
一
二
月
）
　
『
象
山
全
集
』
巻
二
　
上
書
　
二
一
九
ー
二
二
〇
頁
。
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（
2
3
）
　
こ
の
語
句
は
、
諸
橋
徹
次
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
以
夷
制
夷
」
あ
る
い
は
「
以
夷
攻
夷
」
と
あ
り
、
王
安
石
の
「
梅
侍
讃
神
道
碑
」
の
次
の

　
　
一
節
が
引
か
れ
て
い
る
、
「
公
請
三
揮
・
人
使
「
藩
羅
支
一
兵
法
所
謂
以
・
夷
攻
・
夷
」
。
尚
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
『
李
衛
公
問
対
』
上
に
、
太
宗
の
言
葉
と

　
し
て
、
「
古
人
云
、
以
二
蛮
夷
一
攻
＝
蛮
夷
一
中
国
之
勢
也
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
云
う
と
こ
ろ
の
「
古
人
」
と
は
何
人
で
あ
る
か
未
詳
。

（
2
4
）
　
佐
久
間
象
山
書
簡
　
嘉
永
六
年
六
月
二
九
日
付
小
寺
常
之
助
宛
　
『
象
山
全
集
』
巻
四
　
書
簡
　
一
五
七
頁
。

（
2
5
）
　
佐
久
間
象
山
「
省
塚
録
」
　
前
掲
　
五
頁
。

（
2
6
）
　
植
手
前
掲
　
四
九
頁
以
下
、
特
に
五
四
ー
五
六
頁
、
及
び
六
一
ー
六
五
頁
。
ま
た
、
佐
藤
　
前
掲
　
二
二
五
ー
二
三
六
頁
参
照
。

（
”
）
　
佐
久
間
象
山
「
内
間
に
よ
り
文
聡
公
に
呈
し
た
る
意
見
書
」
（
文
久
二
年
一
二
月
）
　
『
象
山
全
集
』
巻
二
　
上
書
　
二
二
〇
ー
二
一
二
頁
。

（
2
8
）
　
山
口
宗
之
『
橋
本
左
内
』
　
五
一
頁
。

（
2
9
）
　
橋
本
左
内
書
簡
　
安
政
四
年
一
一
月
二
八
日
付
村
田
氏
寿
宛
　
景
岳
会
編
『
橋
本
左
内
全
集
』
上
　
五
五
二
ー
五
五
六
頁
。

（
3
0
）
　
渋
沢
栄
一
『
徳
川
慶
喜
公
伝
』
3
（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
版
）
　
三
〇
八
頁
。
法
制
史
学
会
編
・
石
井
良
助
校
訂
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
二

　
　
一
四
六
－
一
四
七
頁
。

（
3
1
）
　
橋
本
左
内
書
簡
　
安
政
四
年
一
〇
月
一
＝
日
付
村
田
氏
寿
宛
　
『
橋
本
景
岳
全
集
』
上
　
四
七
二
頁
。

（
3
2
）
　
橋
本
左
内
「
外
国
貿
易
説
」
（
安
政
三
・
四
年
頃
）
　
『
橋
本
景
岳
全
集
』
上
　
三
四
八
1
三
四
九
頁
。

（
3
3
）
　
橋
本
左
内
書
簡
　
安
政
四
年
一
〇
月
二
一
日
付
村
田
氏
寿
宛
　
『
橋
本
景
岳
全
集
』
上
　
四
七
一
－
四
七
二
頁
。

（
3
4
）
　
橋
本
左
内
「
学
問
所
事
件
に
付
布
告
原
案
」
（
安
政
四
年
四
月
一
二
日
）
　
『
橋
本
景
岳
全
集
』
上
　
二
四
五
頁
。

（
3
5
）
　
同
右
　
二
四
七
頁
。

（
3
6
）
　
同
右
　
二
四
四
ー
二
四
五
頁
。

（
3
7
）
　
橋
本
左
内
書
簡
　
安
政
三
年
四
月
二
六
日
付
中
根
雲
江
宛
　
『
橋
本
景
岳
全
集
』
上
　
一
〇
八
頁
。


